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技術力による高品質を求め、信頼と魅力ある企業 

創意工夫による創造力と活力をもって挑戦する企業 

企業倫理と環境、安全を遵守し社会に貢献できる企業 

２．経営哲学 

◆会社理念 

◆３年間事業目標（平成２４年～平成２６年） 

 
™     

         
 
™     

         
 
™      

      ꜞ☻◒  
 
  高い収益性を探求する企業体質を作り 
  健全経営を構築しよう。 
  トリプル業務チャレンジをさらに継続推進。 

Ｈ．Ｈ．Ｌによる 
知的資産経営を 

実施 

平成24年度のキーワード 
① 意識改革の構築（挑戦、変える、変わる、見直す、考え直す） 
② 費用対効果に基づき利益追求と原価意識を高め職責と結果を出すこと 
③ 日常業務の報連連相、気配り、目配り、見える化、６Ｓ、６Ｋの実施 
④ 日常業務の持続、継続、改善、調和、スピード、３ム、３ヤルの実施 
⑤ 全員一致の行動規範の遵守、熱意、実行力、実績、責任感の徹底 
⑥ トリプル業務により多角的な能力を発揮し、価格競争から付加価値競争への変革 
⑦ 全社員が社会、経済状況を見て「気づき」を「築く」ことに挑戦すること 
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３．過去から現在 

◆沿革 

西暦 出 来 事 

創業期 
1967年 創業 大阪住吉にて、冷媒用バルブ販売 

1968年 大阪 大国町に事務所開設 
電機制御機器、制御盤の販売開始 

成長期 

1971年 滋賀県へ営業進出 

1974年 新大阪へ事務所 株式会社設立 

1975年 大阪東淀川に工場を保有 制御盤の製造を開始 

1983年 滋賀県大津市大江に事務所移転 

1985年 空調自動制御メンテナンス業務を始める 

1995年 大津市月輪2丁目に社屋新築、移転する 

発展期 

2002年 窒素ガス発生装置の研究開発を可視 

2004年 マイクロバブル発生装置の研究開発を開始 

2004年 長浜環境メッセに出展 

2005年 ＫＥＳ環境マネジメント取得 

2007年 創業40周年記念式典 開催 

2007年 東京ビッグサイト ニュー環境展に出展 

2010年 7月組織変更 新体制発足 
  空調１Ｇ ２Ｇ 環境制御部１Ｇ ２Ｇ 

2012年 中小企業総合展に出展 
洗浄総合産業展に出展 

 │ 42 2 1 ⌐ ⇔⁸ ─ ≢ ⱣⱩꜟ╩ ╩ ™√⇔
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４．事業概要 

◆事業の全体図 

電気、空調自動制御装置 

保守点検・調整・メンテナンス・
施工 

各種制御盤 
設計・制作・販売 
 
ＦＡサポート 
メンテナンス 
施工・保守点検 
調査 

ＦＡ制御機器・電気ヒーター
販売 

樹脂・金属彫刻 
シルク印刷、樹脂加工 

マイクロバブル 
発生装置 
窒素・酸素・ 
オゾンガス 
発生装置 
 
 開発・設計 
 製作・販売 

当社では、お客様から信頼と魅力ある企業として認めていただけるよう、お
客様のニーズにあった付加価値の高い創造性豊かな最新自動制御技術
で社会に貢献しています。  
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４．事業概要 

  電気・空調など自動制御設備の保守メンテナンス 

高度な制御技術で 
省エネ・省コスト化・利便性・安全を考えます 

低成長のこの時代、現在使用している大切な設備の省力・省エネ・保全・環境を考え、各
種設備の寿命を延ばすことが大切です。常に各設備のメンテナンス並びにリニューアル
を行うことで、長寿命で省コストが図れます。 
私たちは、お客様のニーズに応じた空調設備の管理、より高いコストパフォーマンス、設
備の長寿命化を実現するために取組んでいます。低コストな設備運用にあたっては、エ
ネルギー管理しによる設備診断や改善を行値、常に最高のサービスをご提供できるよう、
情報収集、技術力の向上に努めています。 

◆快適、効率的な設備環境をより長く 

 近年、省エネに対する意識が高まる中、いかに効率的
な施設運営を行うか課が、大きな課題となっています。 

 当社のサービスマンは、そのような課題に対し、お客様
の要求に応じたサービスの提供を通じて、空調設備の維
持、より良いコストパフォーマンス並びに、設備の長寿命
化を実現するために取り組んでいます。 
 

◆より高度なサービスの提供に向けて 
 当社は、より高度なサービスの提供を実現するため、
日々の情報収集、技術力の向上に励んでおります。 

 低コストな設備運用の提案を行うにあたって、エネル
ギー管理士による設備診断及び改善を行い、常に最高の
サービスを提供できるよう、努力を積み重ねております。  

お客様の電機・空調設備 
保守点検 

計測 

調整 

データ管理 

メンテナンス 

施工 

長寿命化 
省エネ 

省コスト化 
利便性 
の向上 

安全の 
確保 
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４．事業概要 

   制御盤の設計・製作・機体配線工事とFAｻﾎﾟｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

信頼のエンジニアリングでお客様の 
ＦＡ設備の予防保全・巡回点検作業をサポートします 

お客様のニーズに基づく制御盤・配電盤・操作盤などの設計・製作・販売、
ハード・ソフトの一貫した設計・開発体制で制御システムの構築に取り組んで
います。 

電気・機械整備 
ω受電設備以降の低

圧側電気設備の現
地調査／保守巡回
点検／計測／調整
作業／データ管理 

空調設備 
ω冷凍機、ボイラー、

ポンプ、送風機、冷
却塔、空調設備など
の現地調査／保守
巡回点検／調整作
業／計測管理 

環境整備 
ω工場排水、廃液、脱

臭設備の֘現地調
査／保守巡回点検
／調整作業／計測
管理／分析 

 納入実績 

近江度量衡(株) オムロン(株) 山科精器(株) トキワ精器 (株) タカラスタンダード(株) (株)
チルコーポレーション 滋賀東リカーペット(株) 大津板紙(株) 戸倉商事(株) アキレス(株) 
荏原冷熱 システム(株) サイチ工業(株) 作新工業(株) 湖北工業(株) 日本ポリスター(株) 
日本電産(株) 進工業(株) 荏原テクノサーブ(株) 

当社で製作致しました制御盤は、ビ
ルの空調設備から工場プラントの運
転操作に至るまで、様々な分野でお
客様のお役に立っています。 
お客様の設備状況やメンテナンス内
容のご要望に応じて、様々なメ
ニューをご用意し、有資格スタッフが
万全な体制でサポートいたします。 
 
環境整備事業においては、お客様の
排水・排液に関するお悩み事を解決
すべく、経験豊富な技術者によるア
ドバイスや改善提案を行い、処理設
備に最適な管理システムを御提供い
たします。 

 
 

当社で製作した制御盤 

省エネ運転システム導入後の結果 
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４．事業概要 

   電気制御機器及び関連商品の販売 

お客様のニーズに的確にお答えし、最適なご提案 
各メーカーの電気計装制御機器やセンサー機器及び電気ヒーターなど、あら
ゆる制御機器を取り扱っています。 

 取扱メーカー 

坂口電熱(株) 自社製作 
(株)山武 東亜DKK(株) (株)堀場製作所 (株)キーエンス 
三菱電機(株) 和泉電気(株) オムロン(株) 富士電機(株) (株)パトライト キムラ電機(株) 
旭計器(株) その他 

熱・オイルミスト・粉塵は現代のエレクトロニ
クスにとって重大なリスク要因です。 

このため、制御装置の冷却を行うことは、機
械稼働率の低下を回避するための、非常に
重要な予防策といえます。ボックスエアコン
は、周囲温度（55ϴ以下）に関係なく、害期

中のオイルミストや粉塵を盤内に侵入させる
ことなく、盤内を強制的に冷却し、常に盤内
を理想的な温度レベルに保ちます。 

盤用ボックスエアコン 
各種電気制御機器 

・盤用ﾎﾞｯｸｽｴｱｺﾝ・各種電気ﾋｰﾀｰ 
・各種ｾﾝｻｰ・各種操作ｽｲｯﾁ・表示機 

・制御関連機器・計装関連機器・盤用
機器 

シルク印刷 
樹脂・金属彫刻 

・シルク印刷・カッティング文字 

・コンピュータ彫刻による名札・銘板・
パネルの製作・樹脂加工 

側面取付タイプ 天井取付タイプ 

当社「彫刻部」では設立より28年に

渡る確かな技術と品質により、工業
用銘板のみならず名札・加工札・グ
ラフィックパネルや金属銘板そして、
カッティングシート文字なども制作
しております。 
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４．事業概要 

  マイクロバブル及び各種ｶﾞｽ発生装置の開発・製造・販売 

直径0.01㎜の微細な泡が生み出す多彩なマジック 
マイクロバブル＋高純度・高濃度ガスで広がる可能性 

マイクロバブル発生装置は、直径0.1～0.01㎜の微細な気泡を発生させる装
置です。今後、農林・水産・工業・医療など多くの分野で活躍が期待されてい
ます。当社では、各種高濃度ガス発生装置と組み合わせ、ガスをマイクロバ
ブル化する微細気泡供給システムを構築する事で、様々な用途で機能・効
果を発揮することができます。 

マイクロバブルを用いた応用分野の 
事例（洗浄分野）の紹介 

金属の洗浄以外にも、ゴム素材、ガラス素材、
繊維素材など、様々な素材の洗浄が可能です。 
また、洗浄剤を使わないため、洗浄コストの大
幅な削減、洗浄精度の向上、環境負荷の低減
が実現できます。 

マイクロバブル発生装置 
「Mbelife」シリーズ 

「ﾃｯｸﾌｫｰﾏｰ」 
ｼﾘｰｽﾞ 

特許出願済 
滋賀県新産業市場開拓トライアル事業支援対象商品 

◆窒素ガス発生装置 
【食品】風味・香り・色の保存 
連化防止・防虫 
【金属】金属加工の酸化防止 

その他様々な用途に使用可
能 

◆オゾンガス発生装置 

【食品】殺菌・防虫・保存期間
延長 

【工業】廃水処理・有害物質
の分解 
【一般】殺菌・脱臭・防臭 

各種高濃度ガス発生装置 
 

◆酸素ガス発生装置 
【水産】活魚飼育・輸送用 
【金属】熱加工時の助燃 

【化学】厚生樹脂の酢酸など
の製造 
【一般】空調用・健康吸引用 
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５．当社の知的資産 

◆知的資産の全体像 

当社が過去から現在にかけて蓄積した知的資産は、以下の５つです。 
 

①電気、空調自動制御設備のメンテナンスを行う優れたノウハウ 
②各種制御盤やマイクロバブル発生装置を設計製作できる高い術力 
③人材を育てる取組み・仕組み 
④新規事業を見つけるマーケティング戦略 
⑤幅広い業界との繋がり 

֘考え方֙ 

【お客様へ】 

①お客様の個々の問題を解決 ②技術力による高品質を提供 

③環境安全に配慮 

【社員へ】 

①社員の生活を守る 

【人的資産】 

①電気、空調自動
制御設備のメンテ
ナンスを行う優れ
たノウハウ 

②各種制御盤やマ
イクロバブル発生
装置を設計製作で
きる高い技術力 

【組織資産】 

③取引先の要望に
常に応えられるビ
ジネスモデル 

④新規事業を見つ
けるマーケティング
戦略 

 

【関係資産】 

⑤幅広い業界との
繋がり 

製
品
・
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ー
ビ
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５．当社の知的資産 

◆知的資産①人的資産 

電気、空調自動制御装置のメンテナンスを行うノウハウや
各種制御盤やマイクロバブル発生装置を設計製作できる高
い技術力でお客様の個々の問題を解決し、高品質のサー
ビスや製品を提供しています。 

高品質な

サービス 

製品 

技術力 

開発力 

設計力 

専門性 

人材を育てる 
取組み仕組み 

①技術力を高める取組み 
 ・研修やセミナーの 
  開催 
 ・資格取得の支援 

②やりがいを感じる組織
の構築 

③社員自らが判断して行
動できるための行動指針
や情報の共有化 

取引先からの大きな信頼 

技術力向上のため、資格取得の推奨、勉強会の実施などを積極的に
行っています。 
 
֘技術、教育業務管理֙  
１．公的資格管理 ２．BSC資格管理 ３．BSC講習会 ４．BSC通信教育 ５．社内
勉強・技術講習 ６．技術指導 ７．技術シンポ勉強会  
８．社員行動規範推進 ９．社員技術推進 



Kansai Automation Equipment co.,ltd. 関西オートメ機器株式会社 

社
長
か
ら

皆
様

へ

 

経
営
哲
学

 

過
去
か
ら

現
在

 

事
業
概
要

 

当
社
の

 

知
的
資
産

 

現
在
か
ら

未
来

 

会
社
概
要

 

連
絡
先

 

知的資産経営報告書 ２０１２ １１ 

５．当社の知的資産 

◆知的資産②組織資産 

社員の高い技術力にささえられた高品質なサービス・製品
の提供により、取引先の要望に常に応えられるビジネスモ
デルを構築しています。また、社長のマーケティング戦略に
より、新規事業に取り組む体制が整っています。 

取引先の要望に常に応えられるビジネスモデル 

◇マニュアル作成による作業の標準化、技術力の継承 

◇少人数のチームによる取引先からの要望に柔軟に対応で
きる体制 

社長のマーケティング戦略 

◇新しい市場を発見し 
 社内にフィードバック 

 

◇新規事業開発へ 

各種ガス微細気泡 
供給システム 

認証取得状況：ＫＥＳ環境マネジメントスタンダードステップ２ 認証取得 
          中小企業創造活動促進法認定 滋賀の新しい産業づくり促進補助金認定 
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５．当社の知的資産 

◆知的資産③関係資産 

取引先、協力会社、大学などとの幅広い協力関係や公的機
関など、多様な業界との繋がりがあります。その協力関係
により、新技術開発が可能となり、新規事業へと繋がってい
ます。 

当社 取引先 

協力 

会社 

大学 行政 

研究 

機関 

各種 

団体 

高い技術力の提供・新技術の開発 
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５．現在から未来 

◆外部経営環境 

・高い品質と安全の要求やコンプライアンスの遵守の要求の高まり 
・メンテナンス費用の圧縮が求められる 
・コストダウン要求が高まっている 
・節電による省エネ提案が求められる 
・機器の高精度化に伴い高精度の技術が求められる 
・今後も企業の海外流出が続き、国内市場が縮小傾向であるが、コアとなる技術が国内に 
 残る 
・低付加価値製品の低価格化が進む 

◆将来のビジョン 

◆今後の事業展開の方向性 

継続するビジネス 
 

企業の成長・発展・安定により地域に対して 
貢献できる企業を目指します 

空調部の 
蓄積された技術 

省エネの技術 
法対応 

設備対応 
営業対応 

環境制御部の 
新しい技術 

新しいサービス 
新しい製品 

空調部と環境制御部の協業による総合力で 
全ての現場に対応できる体制を構築していきます 
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６．現在から未来 

◆今後の知的資産の取り組み 

֘空調部֙ 
 ・一定以上の技術力を持つための社内勉強会の実施 
 ・高いライセンス保有率 
 ・早い情報共有 
 ・どの現場でも対応できる技術力 
 
֘環境制御部֙ 
 ・高い洗浄技術を用いて装置を開発し、定番商品を作る 
 ・総合力の高い人材育成を目指す 
 ・情報や蓄積した技術の共有化を行う 
 ・品質や安全に関する基本ルールを確立する 

֘考え方֙ 

【お客様へ】 

①お客様の個々の問題を解決 ②技術力による高品質を提供 

③環境安全に配慮 

【社員へ】 

①社員の生活を守る 

【人的資産】 

①電気、空調自動制御
設備のメンテナンスを行
う優れたノウハウ 

②各種制御盤やマイクロ
バブル発生装置を設計
製作できる高い技術力 

新しく獲得する知的資産
③どの環境でも対応でき
る技術力 

④総合力の高い人材 

【組織資産】 

①取引先の要望に常に
応えられるビジネスモデ
ル 

②新規事業を見つける
マーケティング戦略 

新しく獲得する知的資産
③高い洗浄技術を用い
た定番商品 

④社内勉強会の開催に
よる人材育成の仕組み 

⑤情報や技術を共有す
る仕組み 

 

【関係資産】 

①幅広い業界との繋がり 

製
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６．現在から未来 

◆課題 

 当社では、これまで個人の技術力を中心とした仕事の取組みを行ってきまし
た。そのため、情報の共有化が進まず、その結果が、決定の遅さとなって現れ
ています。 

 現在の厳しい外部環境に対応して、企業力を強くしていくためには、人材育
成、情報共有、組織全体としての技術力の底上げ、計画を実現するためのＰＤ
ＣＡサイクルの実行が課題となっています。 

◆解決策 

◆数値目標 

平成２４年度（平成24年7月１日～平成25年6月30日） 
空調部売上目標：１７，６６０万円 

環境制御部売上目標：１５，６００万円 

空調部と環境制御部の連携強化、勉強会の共同開催、
取引先のニーズ把握を行う。 

空調部と環境制御部の技術力を統合し、ＨＨＬによる高
付加価値なサービス、製品の提供による差別化を図る 

・取引先のリアルな情報を共有し、サービスの向上に 
 つなげる。 
・新しいサービスを開発し、提案する。 
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７．会社概要 

◆会社概要 

◆組織図 

設立 昭和49年４月１日 

代表者 代表取締役社長 櫻田 島彦 

住所 滋賀県大津市月輪２丁目２－１８－６０ 

電話 ０７７－５４５－６８５１ 

ＦＡＸ ０７７－５４３－０５８４ 

ＵＲＬ http://www.tec -kak.co.jp 

e-mail info@tec-kak.co.jp 

資本金 1,000万円 

従業員 35名 

事業内容 電気・空調自動制御設備のメンテナンス 
高圧・動力・計装の制御盤の設計施工 
空気制御部品・計測機器及び電装機器販売 
上記に伴う電気計装工事・設計・施工 
特殊用途機器の設計・販売 
窒素ガス発生装置製造及び販売 
工業用銘板、各種彫刻銘板の製造及び販売 
マイクロバブル発生装置製造及び販売 
マイクロバブル応用技術研究 

会長 

社長 

専務 

相談役 社長補佐 

環境制御部 

環境制御 
  １課 

環境制御 
  ２課 

営業事務 

業務部 

空調部 

空調１課 空調２課 

労務事務 財務管理 
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８．連絡先 

知的資産経営報告書に関する問合せ先 
関西オートメ機器株式会社 

担当者：伊藤  武志 
ＴＥＬ：（０７７）５４５－６８５１ 
ＦＡＸ：（０７７）５４３－０５８４ 
Ｅ－Ｍａｉｌ：info@tec-kak.co.jp 

①知的資産とは 

 「知的資産」とは、従来のバランスシートに記載されている資産以外の無形の資産であり、

企業における競争力の源泉である、人材、技術、技能、知的資産（特許・ブランドなど）、組
織力、経営理念、顧客とのネットワークなど、財務諸表には現れてこない、目に見えにくい
経営資源の総称を意味します・ 
 

 「知的資産経営報告書」とは、目に見えにくい経営資源、すなわち非財務情報を、債権者、
株主、顧客、従業員といったステークホルダー（利害関係者）に対し、「知的資産」を活用し
た企業価値向上に向けた活動（価値創造戦略）として（目に見える形で分かりやすく伝え、
企業の将来性に関する認識の共有化を図ることを目的に作成する書類です。経済産業省
から平成17年10月に「知的資産経営の開示ガイドライン」が公表されており、本報告書は原
則としてこれに準拠して作成しています。 
 

②知的資産経営報告書とは 
 本知的資産経営報告書に掲載されました将来の経営戦略及び事業計画並びに附帯する
事業見込などは、すべて現在入手可能な情報をもとに、当社の判断にて掲載しております。
そのため、将来にわたり当社を取り巻く経営環境（内部環境及び外部環境）の変化によって、
これらの記載内容などを変更すべき必要が生じることもあり、その際には、本報告書の内容
が将来実施または実現する内容と異なる可能性もあります。よって、本報告書に掲載した
内容や数値などを、当社が将来にわたって保証するものではないことを、ご了承ください。 
 

③作成支援・監修専門家 
 本知的資産経営報告書の作成に当たっては、本書記載内容につき、その客観性を維持・
向上させる趣旨から、次に掲げる専門家のご支援・ご監修を賜りました。 
 
中小企業支援ネットワーク機関 
 滋賀県中小企業団体中央会 中嶋 和繁 
 
中小企業支援ネットワーク強化登録専門家 
 中小企業診断士 石川 由美子  
 中小企業診断士 五十田 光宏 
 



関西オートメ機器株式会社 
Kansai Automation Equipment co.,ltd. 


